
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究活動のための研究費助成に関する細則 

 

１．兵庫教育大学言語表現学会会則第７条に基づき，本学会員の研究活動を支援するため，次の条件に従

って研究活動に係る研究費を助成する。 

  ア 本学会の会員で，高等教育機関および研究機関等に常勤で勤務していないこと。 

  イ 本学会の研究発表会で発表したことのある者。 

  ウ 会費を完納していること。 

  エ 個人研究を応募の対象とし，グループ研究は不可。 

  オ 採択された研究課題は、翌年度の『言語表現研究』に論文として投稿するか，翌年度の研究発表

会で研究成果を口頭発表すること。 

２．補助する金額は一律 10 万円とし，使用できる費目は旅費･備品･書籍費･消耗品代とする。 

３．研究費の助成を受けようとする者は，別に定める申請書を作成し，９月末までに本学会事務局に普通

郵便で送付し，同時にメールで応募の旨を連絡するものとする。採否の結果は，10 月末を目処に本人

に通知する。 

４．採否の決定にあたっては，年間の総額を考慮して，編集委員会で審議するものとする。 

５．研究費の助成を受けた者は，翌年度には申請することができない。 

 

平成 27(2015)年７月４日 会員総会制定 

令和元(2019)年 11 月 20 日 運営委員会改正 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2021 年度 研究活動のための研究費助成申請書

提出日 令和3 年１１月２２日 

＊事務局記入欄 

フ リ ガ ナ ヒョウゲン ハナコ
現在の所属 ○○市立○○小学校 主幹教諭

 申請者氏名 表 現 花 子 印 修了年・分野 平成○年３月修了・国語 

研究課題 ○○に関する研究

研究目的 

＊簡単な背

景と研究の

位置づけを

含む 

本研究の目的は、小学校英語の○○○○に関して○○○○の観点から○○○○を提示す 

ることにある。  

従来の研究では、○○○○○○○○○○であったのに対し、本研究では○○○○という 

点に特徴がある。  

研究計画 

および 

研究方法 

本研究の目的は、小学校英語の○○○○に関して○○○○の観点から○○○○を提示

す ることにある。  

 従来の研究では、○○○○○○○○○○であったのに対し、本研究では○○○○と

いう 点に特徴がある。  

本研究は大きく３つの段階で進行する。 

 第１段階では、○○○○○の調査を行い、 

研究成果の発表方法(いずれかの□を■に変える) 

□ 研究発表会で口頭発表する

■ 『言語表現研究』に投稿する

兵庫教育大学言語表現学会長 殿 

下記のとおり、研究助成事業に申請します。なお、令和3年度現職教

員学生対象研究費助成, または令和2年度及び令和3年度兵庫教育大

学大学院同窓会研究助成金に 

（□ 採択されています ■ 採択されていません）。


